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審査結果の所見 

応募者らは、神経と筋肉・骨の臓器連関による筋・骨格系の恒常性維

持機構の解明を世界に先駆け進めてきた。本研究では、応募者らが中心

となって開発した骨・軟骨透明化技術を始め、オプトジェネティックス、

ケミカルジェネティックスなどの最新技術を活用し、神経・血管由来の

筋肉・骨幹細胞の分化制御因子とその作用の同定を目指しており、恒常

性維持機構の本質に迫る研究が期待できる。独創性の高さ、過去の実績、

共同研究を含めた研究組織の充実等を考慮すると実現性は高く、国際的

にも高レベルの研究成果が期待できる。また将来的には運動器疾患の克

服に向けた臨床応用も期待でき、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題

であると判断した。 

 

 

  


